
 

 

 

 

 

 

 

活動の状況 （認定農用地面積Ａ＝１８．８ha） 

 組織を立ち上げて5年目。地域にもこの活動が浸透してきました。活動は基本みんなで行います。草刈りや泥上

げは一日仕事でやることもあり、昼食は女性陣に準備してもらい、食事をしながら活動のことはもちろん地域のこと

を色々話し合います。 

 みんなでやることによって、施設の点検や機能診断も見落としが少なくなりました。少人数ではできなかった作業

や自分たちでやるのが難しい補修作業も、自主施工することができるようになります。できるだけ業者に委託するこ

となく、自分たちでできることはやります。「みんなでやる・自分たちでやる」ことで愛着もわき、大切に使うようになり

ました。周辺がきれいになると自分の田畑もきれいにしようという意識も芽生え、以前は荒れていた農地も今は営

農しています。 

 肱江地区の農業や地域資源を守るため、地域のコミュニケーションの場として、この活動を「みんな」で続けていこ

うと思います。 

多面的機能の維持・発揮活動 

【地域共同活動部門】 

肱江の里を守る会（桑名市） 
ふりがな 

ひじえのさとをまもるかい 

泥上げ 

 

修繕も自分たちで！ 

修繕も自分たちで！ 

女性陣が昼食準備 

 

修繕も自分たちで！ 

完成！！ 

 

～草刈りも泥上げも修繕も全部みんなで～ 

草刈り 

 


